
上越ケーブルビジョン FM みょうこう 
令和 3 年度 

第 2 回放送番組審議会 議事録 
 
 
１ 開催年月日  2022 年 2 月 9 日（火）14：00～15：00 
２ 開催場所  上越ケーブルビジョン本社 
３ 委員出席 
    委員数  5 名 
    出席委員数 3 名 

出席委員の氏名 鴨井茂人 委員長、児玉久美子 委員、渡邊安奈 委員、 
    欠席委員の氏名 江口克也 副委員長、吉田正和 委員 

上越ケーブルビジョン株式会社（FM みょうこう）出席者名 
福嶋良章 メディアセンター担当取締役、沢田真紀 担当部長、岩崎勝洋課長代理、鶴見幸恵  

 
４ 議題 

（１）新春特別番組「ミュージックコネクトスペシャル」「ゆき*とも Eyes」について 
（２）今後の放送計画について 
（３）その他 

 
５ 議事の概要 

（１）新春特別番組番組「ミュージックコネクト」「ゆき*とも Eyes」 
概要 1 月 1 日～3 日の特別編成期間に合わせて制作した特別番組。 
   時間帯を変えて各番組 2 回ずつ放送。 

 

     構成 「ミュージックコネクトスペシャル」 

FM じょうえつ番組コーナーの特別版。70～80 年代・90 年代・2010 年までと 
年代を絞り、パーソナリティが選曲した音楽を放送。 
出演：八木一茂、小林由香里、田原麻衣子、柳澤孝子、林田美伸、鶴見幸恵 
 
「ゆき*とも Eyes」 
上越妙高再発見、をテーマに有楽町スタジオから収録を行った。 
アンテナショップ雪国商店を絡めたコーナーや、リスナーから事前に募集した 
上越妙高のおススメ情報も紹介。 
出演：佐藤委子、滝沢柚紀子 

 

（２）今後の放送計画について 
 １．特別番組「妙高ワンカップまつり」 
   杉野原スキー場で 2 月 19 日開催のトークショー部分を収録し、放送。 

日本酒ソムリエと共に、地域の日本酒の魅力を改めて掘り下げていく。 
放送：2 月 27 日（日）11 時～12 時 ほか 4 回 



 
２．特別番組「Coming up！」 

高田城址公園観桜会初めて 3 月に開幕するのに合わせ放送。 
本社スタジオと、初日の観桜会会場、妙高エリアの桜スポットを中継でつなぎ 
桜の楽しみ方を紹介。（テレビ・ネットも同時放送） 
放送：3 月 26 日（土）11 時～13 時 
 

２．新年度からの編成について 
4 月より新番組「ふるぶる」スタート。 
月曜～金曜 16 時～19 時 

（18 時～18 時 25 分は JCV テレビ・上越妙高タウン情報と同時生放送） 
 

 
（３）その他 アプリについて 

概要：ＦＭみょうこう公式アプリ（サイマル放送）。 
電波の届きにくいエリアのために導入。携帯電話の通信が可能な 
環境や、インターネットの利用可能な環境であればスマホやタブ 
レット PC 等へダウンロードしたアプリを利用し、エリア外でもＦＭ 
みょうこうの放送番組を聴くことができる。 

アプリのダウンロード数 20,535DL（7 月 6 日現在） 
23,397DL（2 月 9 日現在） 

 
 
６ 審議内容 
     （１）新春特別番組「ミュージックコネクトスペシャル」 
        ①（審議委員） 流れてくる音楽を懐かしく感じた。 
                パーソナリティのトークから、「そうだったなぁ」「なるほど」と感

じることもあり、音楽以外でも楽しめた。 
        ②（審議委員） レトロブームでもあるので、タイムリーな番組だと思った。 
                いろんな世代が楽しめる番組になったのでは。 
                リスナーからリクエストを募集しても面白いのでは？ 
          （事務局） 収録番組ということを考慮しつつ、リクエストなども検討しながら 
                次回に繋げられたら。 
        新春特別番組「ゆき*とも Eyes」 

③ （審議委員） 東京での収録、というアナウンスを繰り返し入れるなどハートスタ    
ジオ以外での収録ということがもっとわかるといい。 

④ （審議委員） 雪国商店に行ってみたくなった。首都圏にいる友人にも雪国商店を    
     紹介しようと思った。 

⑤ （審議委員） 雪国商店の発信にも繋がるのでいい番組だったと思う。 
（事務局）  今後も東京スタジオからの番組制作に積極的に取り組もうと思う。 

 



 
     （２）今後の放送計画について 
        ①（審議委員） ワンカップ祭りは初めてのイベントなのか？ 
          （事務局） 県内の酒蔵を応援しようと初めて開催されるイベント。 
                コロナ禍ということもあり、会場に来られなくても楽しめるよう 

収録・放送という形で番組を届ける。 
ラジオ、ネット、テレビの 3 媒体で発信する。 

        ②（審議委員） 新番組は、どのスタジオからの放送になるのか？ 
                ローカルな話題が放送されるのが魅力。 
                放送時間が長くなっても、引き続き身近な話題を扱って欲しい。 
         （審議委員） 放送時間が 3 時間に増えるので、コーナー等飽きさせない放送に 

期待したい。 
          （事務局） 引き続きハートスタジオから生放送を行う。 
                地域の暮らしに密着した、役立つ話題を提供できるよう努める。 
    
 
７ 審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

審議番号 措置の内容 措置日 
（１）－①、② 質問に対して回答 令和四年 2 月 9 日 
（１）－③、④、⑤ 質問に対して回答 令和四年 2 月 9 日 
（２）－①、② 質問に対して回答 令和四年 2 月 9 日 

 
 
８ 審議機関の答申又は意見の概要の公表 
 公表の方法 ①自社放送 
   ②事務所への備え置き 
   ③自社ホームページ（http://fm-myoko785.jp）への掲載 
 
９ その他参考事項 
 
 
 


